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あらまし：計算機技術によって推定される感情状態は学習継続に影響を与える心理状態と比較すると時間

的粒度が異なるため，どのように学習継続に活用すべきか解釈が困難である．本研究では，学習継続に影

響を与える心理状態とそれに影響を与える感情状態のモデルを考案し，e-learning における学習者へのア
ンケート調査によって感情状態の時系列変化の心理状態への影響を実験的に確認した．その結果，「熱中」

の発生頻度の時系列パターンが感情的エンゲージメントの増減に影響を与える傾向が確認された． 
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1. はじめに 

e-learning を活用した学習は教場で行われる学習

に比べ，学習者の離脱率の高さが問題であることが

指摘されている(1)．そして，学習継続には学習者の

心理状態が影響を与えるとされている(2)(3)．そのた

め，離脱率の高さを改善するためには，e-learning 学

習者の学習継続に影響を与える心理状態（Mental 
States Related to Sustaining Learning 以下 MSRSL と

呼ぶ）を明らかにする必要がある．また，MSRSL
を明らかにすることにより，計算機を用いた学習継

続を促進するような学習支援の可能性が期待される． 

従来の計算機を用いた推定の試みでは，学習者の

生体情報等から学習者の心理状態の推定が行われて

きた(4)．そして，推定対象とされている心理状態の

一つが学習や授業，学業達成に直接結びつく感情と

定義されている Academic Emotions（以下，AE，感

情状態）である（5）．しかし，計算機を用いて推定さ

れる感情状態は，MSRSL と比較すると，時間的粒度

が細かいため学習継続にどう活用すればよいか解釈

が困難であるという課題が存在している．今後，計

算機を用いて推定される感情状態を解釈し学習継続

に活用するためには，感情状態の時系列的な変化と

MSRSL との関係性を明らかにする必要がある．そこ

で，本研究では，MSRSL とそれに影響を与える感情

状態のモデルを考案し，e-learning における学習者へ

のアンケート調査によって感情状態の時系列変化の

心理状態への影響を実験的に確認した．  

2. モデルの構築 
学習の継続には感情的エンゲージメントや行動的

エンゲージメント，自己効力感が重要な役割を担っ

ていると指摘されている(2)(3)．従って，本研究にお

いては MSRSL を上記の 3 つとし，各 MSRSL は図 1
の各矢印（B-E）の向きに正の影響を与えるとの仮

説を設定した（6)(7)．次に，MSRSL に含まれる感情

的エンゲージメントには楽しさ，不安といった感情

状態が関係していると考えられる(6).これらの感情

状態は AE に含まれているため，AE に該当する他の

感情も感情的エンゲージメントと関係する可能性が

ある．従って，AE に該当する Enjoy，Hope 等の 9
つの感情状態と感情的エンゲージメントを測定する

ための尺度の各質問項目に含まれている楽しい，熱

中，気分が良い，興味といった 4 つの感情状態の計

12 個の感情状態（楽しいは 1 つとして扱う）の時系

列変化が感情的エンゲージメントに何らかの影響を

与えると仮定した．図 1 に MSRSL とそれに影響を

与える感情状態のモデル（仮説モデル）を示す． 

 
図 1 仮説モデル 
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3. 実験方法 
本実験を行う目的は 2 点ある．1 点目は各心理状

態間（図 1.B-E）の関係性の検証（以下，分析 1）を

行うためである．2 点目は感情状態の時系列変化と

感情的エンゲージメントの間の関係性を探索的に分

析（以下，分析 2）するためである． 
3.1 手続き 
被験者は早稲田大学もしくは大学院に通う学生

10 名（うち男性 5 名）であった． 
次に，本実験で調査のために用いたものは，各種

MSRSL（図 1②〜④）の程度を計測するための 3 種

類の質問紙(6)(8)，e-learning形式による 3章構成の等

比数列の講義（各 11 分），演習課題（各 5 題），内省

報告のための調査用紙であった．さらに，各種

MSRSL（図 1②〜④）の程度を計測するための 3 種

類の質問紙のうち，各種エンゲージメントの程度を

測定する質問紙は 5 項目で構成されており，自己効

力感の程度を測定する質問用紙は 6 項目で構成され

ている．また，各種質問紙は全てはい/いいえの 2件
法を採用した． 
最後に，実験は以下の手順で行った．まず，各被

験者に講義を受講してもらい，各章の終わりに 10
分間の演習を実施した．また，各種 MSRSL（図 1②
-④）のデータを取得するため，自己効力感に関する

質問紙は各章の講義・演習の前に，各種エンゲージ

メントに関する質問紙は各章の講義，演習の終了後

に被験者に回答を求めた．そして，各感情状態は全

章終了後，内省報告を用いて講義と演習時の 1 分毎

の 12 個の感情状態の発生の有無を計測した．その際

に，講義に関する内省報告においては講義動画を再

度視聴してもらい，演習に関する内省報告において

は演習時に撮影した被験者の手元の動画を視聴して

もらった． 
3.2 分析 
まず，分析 1 では，各種 MSRSL（図 1②〜④）の

程度を計測するための 3 種類の質問用紙の質問用紙

のアンケート得点を被験者ごとに算出した．また，

演習課題の正答率も算出した．そして，各データの

推移が図 1 の通りとなっているかを確認した．  
次に，分析 2 では，まず内省報告の結果の集計を

行った．内省報告の結果の集計方法に関しては，各

計測の前半部分と後半部分の発生回数を感情ごとに

合計した．そして，感情毎に前半と後半の出現頻度

の変化と感情的エンゲージメントのアンケート得点

の関係性を探索的に調査した． 
4. 結果 
分析 1 の結果（一部）を図 2 に示す．その結果，

MSRSL の関係性は感情的エンゲージメントと行動

的エンゲージメントの関係性のみモデル通りの推移

が確認された（図 1.B)．次に，分析 2 の結果，（一

部）を表 1 に示す．その結果，「熱中」の時系列変と

感情的エンゲージメントとの間のみに関係性が確認

された．具体的には，「熱中」という感情状態が講義・

演習時の後半に比べて前半に多く発生する場合に感

情的エンゲージメント得点は高い傾向が見られ，反

対に前半と比較して後半に多く発生する場合に感情

的エンゲージメント得点は低い傾向が見られた．  

 
図 2 分析 1 結果の一部抜粋 
表 1 分析 2 結果の一部抜粋 

 
5. まとめと今後の課題 
本研究では感情状態の時系列的変化と心理状態と

の関係性を明らかにするため，モデルの構築と実験

的検証を行った．その結果，「熱中」の時系列変化と

感情的エンゲージメントとの間に関係性が示唆され

た．一方で，各心理状態間の関係性の検証において

は感情的エンゲージメントと行動的エンゲージメン

ト間以外には強い関係性が確認されなかった．今後

は，感情状態の時系列変化の捉え方や実験方法の改

善による各心理状態間の関係性の検証が課題である． 
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